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職業奉仕月間
地域社会や人々の役に立つ仕事をすることが「職業奉仕」

追悼記念週間
ポール・ハリスの命日である１月27日を含む１週間に
物故ロータリアンの冥福を祈り、生前の貢献を記念します。

国際ロータリー第 2570 地区（埼玉西北）

1月号

2019－2020年度 Vol. 07

ガバナー月信
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　清 し々く新年をお迎え出来ます事に心よりお慶び申し上げます。

　旧年中は皆様のお陰で、地区内50クラブの公式訪問を恙なく終了する事が出来まし

た。特に、新会員との対話は私にとって、とても新鮮で素晴らしい体験になりました。

年が明け、年度後半になりましたが、未だ事業がセミナーを始め、4月の地区大会も

含めて沢山あります。引き続きご支援ご協力下さいますようお願い申し上げます。

謹んで新春のお慶びを申し上げます

トを開催しています。私の育った

行田市には、忍藩進脩館があり

ましたが、建物は残ってはいませ

ん。しかし藩校の流れは後述する

「忍郷友会」が引き継いでいます。

　平成26年には、行田市にて「第12回全国

藩校サミット」を開催させて頂き、全国から

多くの方々にご参加頂きました。藩校サミッ

トは、藩主会議（幕末期の各藩主のご子孫に

よる会議）、藩校会議（各藩の事業活動につ

いての協議会）、全国大会（参加者が一堂に

会し、主催地域が主となって行うイベント）、

大懇親会の4部にて構成されます。このスタ

イルは、行田にて開催した第12回大会から

確立されました。

　行田における主催団体は「公益財団法人

忍郷友会」で、会長は当時の忍藩当主奥平

松平家のご子孫第16代ご当主松平忠昌様、

会員数約250名です。主たる事業は青少年

育成で、特に藩校時代（江戸期後半以降）に

教育の主流だった論語や漢詩の素読（子供

　ロータリーの六つの重点項目には、戦争

と紛争の防止、疾病予防と治療、水と衛生、

母子の健康、基礎的教育と識字率の向上、

地域社会と経済の発展　が有ります。国や

地域の争いを無くし、飢餓や疾病が無くなれ

ば先ずは一安心、これが最低限の平和です。

　戦国時代が終わり江戸時代中頃になると、

国や地域の争いを無くし、飢餓や疾病の心

配が少なくなりました．ここで各藩は子弟の

教育に力を入れ始めます。（ロータリーで言う

基礎的教育と識字率の向上：否、それ以上の

高レベルの内容です。）そこで出来たのが藩

校教育であり、各藩は競って藩校を作り、良

き指導者の下で高等教育を始めました。

　明治維新になり、幕藩体制は徹底的に破

壊されたものの、この藩校は各地に残りまし

た。会津日進館、米沢興譲館、水戸弘道

館、萩明倫館、福岡修猷館等が有名です。

この藩校の流れを引き継ぎ今日迄、活動を

行っているところも多く有り、藩校の流れを

くむ各地の団体が年に一度集い、藩校サミッ

歴史の話を少し　藩校サミット

旧毛利家本邸　防府市

対象）や古典講座（成人対象）等、他に地域

における読み聞かせ活動支援、行田市主催

の子供弁論大会支援、成人対象の歴史講座

等を行っています。

　その藩校サミットが、本年は山口県萩市で

開催され、私は藩校会議へ出席する為に、萩

の地を訪れました。藩校会議で忍藩（忍郷友

会）が実施している進脩塾活動（前述の論語や

漢詩の素読教育や成人対象の東洋思想講座な

ど開催）などについて発表する為です。

関ヶ原の戦い裏話
　此処で私が触れたい事は、サミット開催

地萩藩主毛利氏の歴史の一節です。

　毛利氏の祖先は神話時代に発しますが、

これは省いて毛利氏中興の祖：毛利元就は

安芸の国吉田の庄（広島県北部）の国人領主

（荘園の持ち主）の倅として1497年に生まれ、

次第に勢力を増し、強大な毛利一族を築き、

1571年に死去しました。その後も子供や一門
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（元就の長男隆元は既に死去、次男吉川元

春と三男小早川隆景が中心）が結束し、そ

の勢力の最大時（1578年頃）には、山口・広

島・岡山・島根・鳥取に加え兵庫県から大坂

府の一部にまで広がって居ました。1582年

織田信長の死去後に今迄対峙していた豊臣

秀吉と和解し、秀吉の四国統一や九州征伐

に大いに協力し、西国一の大大名になって

居ました。

　1600年の関ヶ原の戦いでは、元就の孫毛

利輝元が西軍（石田三成方）の大将に担ぎ上

げられましたが、一門の吉川広家（元就の

孫）の計らいで黒田長政を通じ「徳川家康は

毛利輝元に好意を持っている。毛利軍が誠

意を見せれば毛利方の領土を安堵する」旨の

関ヶ原合戦前日付けの起請文を、家康の意

を得た東軍の将、本多忠勝や井伊直政から

得て、関ヶ原合戦当日には、毛利の大軍は

動かず、東軍の勝ちが決まりました。

　関ヶ原戦後の処理に当たって、徳川家康は

「毛利軍は関ヶ原では動かなかったものの、

陰で大津城攻略等を行って約束を違えた」と

して、毛利氏取り潰しを行おうとします。こ

の時、本多忠勝と井伊直政は「難癖をつけ

て毛利氏を滅ぼす事は、徳川氏が毛利氏と

の約束を違えることになり良くない事だ。」と

家康に詰め寄ります。井伊直政は「殿（家康）

が毛利氏に対して起請文を書き花押を入れ

るところを見ていた。」との文章を送ります。

重臣の諫めにより徳川家康は「毛利氏の領国

の内、周防・長門の2 ヶ国領有と毛利輝元・

秀就父子の生命を保証する。」旨の誓詞を毛

利家へ与えることになりました。

　私は、家康からの誓詞を以前に一度見た

事が有ったので、もう一度見たくて、今回も

防府市の旧毛利家本邸を訪ねましたが、残

念ながら今回は拝見する事が出来ませんでし

た。しかしこの折に学芸員から「家康の誓詞

は、後に秀忠名によって再び発行され、続

いて家光名によっても発行され、徳川氏とし

ても毛利氏を大切にしていた。」旨の話をお聞

きし、改めて毛利家と徳川家の関係や井伊

直政の働きに感じ入りました。

武功と知略に加え信義が大切だ
　井伊直政は、娘婿の松平忠吉（徳川家康

の4男で当時の忍城主）と共に関ヶ原の戦い

では一番槍をつけ、又戦い終盤に島津軍が

家康本陣へ突撃（島津の退き陣）した際に之

を退ける等、武功が多い方でしたが、毛利

軍を調略する等、知恵や政略にも大変長け

た方でした。残念な事にはこの戦いでの武

功の際に受けた傷が元で2年後に死去してし

まいます。

　私は、井伊直政は武功が多くある事、知

略がある事に付け加えて、信義に厚い事を

称賛し、関ヶ原の戦いでの第一の功労者で

あると思っています。私達も武功（今は、武

力は必要ありませんが現場や他人の意見を

大切にする事）や、知略（良く考える事）そし

て一番大切な事は信義に生きる事であると考

えます。

己を捨て本家を守った吉川広家
　毛利家話のもう一人の立役者吉川広家に

関する話題も多く有るのですが、紙面の都

合で簡単に記述します。

　一門当主の輝元が西軍の総大将になって

いる状況の中で、上手く東軍と連携し（戦い

当日にも、西軍に加担したがる毛利本隊を

必死に食い止めた。）家康側に勝利をもたら

した功を認められ、家康をして防長2 ヶ国は

吉川広家に与えると言わせましたが、自分の

身を捨て「毛利本家へ防長2 ヶ国安堵」を願

い出て、上記の決定になりました。吉川広家

はその後、岩国藩6万石の当主になり、岩国

藩の基礎を作りました。（写真は錦帯橋から

見る岩国城）

今月は職業奉仕月間

　私は本年度の公式訪問で各クラブを訪

れ、「ロータリーって何？」をお話しさせて

頂き、ロータリーの目的の第2項（職業奉

仕）について「自分自身と自分の仕事を磨

く事」と簡単に表現させて頂きました。

　職業奉仕を社会奉仕・国際奉仕と共に

奉仕プロジェクトとして一纏めにする考え

も有るようですが、私は「職業奉仕は日本

におけるロータリーの原点」とも申し上げ

ても居ります。それ故、本年度の組織構

成の中で、職業奉仕委員会は他の委員会

とは別格の扱いをさせて頂きました。

　売上高や利益の追求も大切であります

が、それのみに終始する事無く、地域社

会や世の中の人々の役に立つ仕事をする

事こそロータリーの原点と考えます。

ロータリアンの行動規範
　ロータリアンとして、私は以下のように

行動する

１．個人として、また事業において、

高潔さと高い倫理基準をもって行

動する。

２．取引のすべてに於いて公正に努

め、相手とその職業に対して尊

重の念をもって接する。

３．自分の職業をいかして、若人を育

成し、特別なニーズを抱える人々

を助け、地域 社会や世界中の

人々の生活の質を高める。

４．ロータリーや他のロータリアンの評

判を落とすような言動は避ける。
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相原ガバナーエレクトを訪ねて相原ガバナーエレクトを訪ねて ガバナーエレクト
相原 茂吉

ロータリーの経歴についてお伺いします

　平成11年に父が亡くなりましたが、父は

1977年にガバナーを務め、ロータリーが大

好きな人でした。父が亡くなってから、度々

入会を勧誘されておりましたが、暫くは入会

を避けておりました。５年ぐらい断り続けて

いたら、川越RCの重鎮に「これが最後の誘

いだ、これを断ったら、二度と誘わない」と

言われ決心し、平成17年に川越RCに入会し

ました。

　平成23年に今泉博会長の時に幹事をさせ

て頂き、平成27年川越RC会長となりました。

会長になると、例会で会長の話す内容は、

ロータリーの事でないといけないと言われ、

その時に、初めて意識してロータリーの事を

勉強し、理解が深まりました。

　その後平成28年に地区財団委員となり、

平成29年細井ガバナー年度にはガバナー補

佐をさせて頂き、５人の同期のガバナー補佐

と仲良く楽しむ事ができました。そして平成

30年にガバナーノミニーとしてご指名頂くこと

になりました。

本当に自分でいいのか？
ガバナーをお引き受けされた経緯を

お聞かせください

　ガバナーになるきっかけは、数年前より川

越ＲＣにたびたびガバナー輩出依頼がありま

した。特に当時の指名委員長であった立原パ

ストガバナーから強烈な指名が再三再四あり、

非常に困惑したのが事実です。伝統と歴史の

川越ＲＣを代表するのに本当に自分でいいの

か？クラブの理事会・諮問委員会等で確認して

もらいました。実は私の祖父は川越ＲＣ創立

２年目のメンバー、父はパストガバナー、私で

ロータリアンとしては３代目です。さらに今泉

パストガバナーとは親戚関係にもなっていて、

大豆、酪農用飼料が生業
相原茂吉ガバナーエレクトの経歴について

お聞かせください

　大学卒業後、㈱小綱（現三井食品）に入社

し、３年後に自社（埼玉糧穀㈱）に入社しまし

た。初めは、館山営業所で、泥まみれになり

ながら乳牛用飼料の販売のため、千葉県の

酪農家と一緒に過ごしていました。42歳の時

に、川越の本社に戻り、以来大豆を中心とし

た雑穀や粗飼料を中心とした飼料の輸入販

売に汗を流しております。また長野県木島平

で、牧場を経営しており、現在乳牛250頭、

和牛10頭ほど飼育しています。その他、今後

期待されるものですが、従来は石油由来のも

のがほとんどであったコンクリート用剥離剤を

大豆油から製造販売し、サスティナブルな側

面から地球環境の保全に努めています。これ

は新国立競技場建設にも採用されました。

どのようなご趣味をお持ちしょうか

　趣味はゴルフです。40歳を過ぎてから本

格的に始めました。日曜日にゴルフがなかっ

たら、何をしていいのか分からないくらいの

めり込みました。地区大会ゴルフは、盛大

に行いたいと思います。皆様奮ってご参加下

さい。

　また、健康と成人病予防のため、早朝散

歩は15年程度続けています。毎朝6,000歩、

約一時間歩いています。

これ以上はガバナー拝命を断りにくい雰囲気も

あって、覚悟をきめました。

　父の残した卓話集をみると、「Rotaryは奉

仕活動を通じて親睦を深める事だ」と一貫し

て書いてあります。今は、与えられた立場に

感謝をしながら、坂口次年度幹事や仲間と

共に、次年度の準備を、大きなプレッシャー

を感じながらも楽しんでおります。

地区・クラブの活性化と会員増強！
2,000名の足掛かりに！

国際ロータリー第2570地区、

次年度への抱負をお聞かせください

　次年度への抱負は、地区活動に積極的な

参加をしてもらい、他クラブの会員同士の親

睦が深められれば、ROTARY活動への思い

入れも強固になってくると思います。会員の

皆さんには自分のクラブだけでなく、地区内

の他のクラブに是非とも多くの友人を作って

もらいたいと思います。

　また、研修を充実する事により、奉仕活動

に対する理解を深め、ROTARYのメリットを

もっと認識し、享受してもらいたい。そして、

なかなか昼間の例会に出席できない若い人や

RIの推奨する女性会員の入会を促進するため

にも、地区内に複数の衛星クラブが出来れば

と願っており、地区会員数2,000名復帰への

足掛かりになれればと思っています。

　また、私達は、現状に対する理解を深め

て、一種の危機感を持つ事により、地区の

一体感をつくりたいと思っています。是非と

も皆様のご理解とご協力を、宜しくお願い致

します。

とても和やかに気さくにインタビューに応

じて頂きありがとうございました。

　11月25日（月）、ガバナーエレクトになられました川越ロータリークラブ会員、相原茂吉（あい

はら　もきち）氏に、五十幡和彦ガバナー月信編集長がインタビューをさせて頂きました。

川越
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職業奉仕委員長
高柳育行

　1月は職業奉仕月間ですので、職業奉

仕について考えていただく機会を設けて

いただきたいと思います。年度前の諸会

合で「『倫理観をもって職業奉仕を行うこ

と自体が奉仕』の精神を高め、会員に自

私たちにとっての「職業奉仕」とは

　ロータリーのあらゆる活動は、ロータ

リアンの才能や手腕、それに伴う職業

の繁栄によって得られた社会的地位や経

済力によるものです。ロータリーに関わる

奉仕活動をはじめとする諸活動、ロー

タリー米山記念奨学会やロータリー財団

への寄付行為も、ロータリアンの職業奉

仕の繁栄が元となっています。その繁栄

のためにも「自分と自分の職業を磨くこ

と」が重要なのだと思います。

　そして中核的価値観の「高潔性」は、

日本人が昔から大切にしてきた価値観で

あり、人生の目標とする品格のある生き

方に大事な価値観でもり、職業奉仕に

とっても大事な価値観と思います。

本庄

「自分を磨く」とは

　「会員に自分と自分の職業を磨くことを

推奨」していますが、親鸞の言葉に「心

は蛇蝎（だかつ）のごとくなり」がありま

す。「人間の心は、へび、さそりのごと

きもの」と述べています。どれほど人間と

しての修行を積んで歩んでも、心の奥に

未熟さを抱えて生きるのが人間の姿だと

語っているように思います。

　すると「自分を磨く」とは、「非のない

人間」をめざすことではなく、自分の中

に「非」や「欠点」や「未熟さ」を抱えたま

ま、周りの人 と々良き人間関係を築いて

いくことなのでしょう。「多様性」に対す

る「寛容」の精神をもち、「奉仕の実践」

を意識した「親睦の機会」を大切にした

いものです。「我欲」や「私心」の存在を

認めつつ、その人格を制する「もう一

つの人格」を育てていくことが大事なの

かもしれません。ロータリーには例会で

唱和している「四つのテスト」があります

が、様々なところで言行に活かしたいも

のです。

職業奉仕月間に因んで

分と自分の職業を磨くことを推奨いたしま

す」とお伝えしました。また2019年7月よ

り、職業奉仕と青少年奉仕は社会奉仕に

包括され、職業奉仕観は、益々日本と世

界に隔たりができているように思います。

「職業奉仕に関する声明」とは

　職業奉仕とは、あらゆる職業に携わ

る中で奉仕の理念の実践を、ロータリー

が助長し、支援する方法である。

　「ロータリーの目的」の第２項は職業奉

仕の基礎であり、具体的には以下の各

項を奨励している：

・ 職業上の高い倫理基準を保つこと

・ 役立つ仕事はすべて価値あるものと認

識すること

・ 社会に奉仕する機会としてロータリア

ン各自の職業を高潔なものにすること

上記の職業奉仕の理念に本来込められ

ているのは、次のことである。

１）雇主、従業員、同僚への誠実さと忠

実さ、また、この人たちや同業者、一

般の人 、々職業上の知己すべてに対

する公正な扱い。

２）自己の職業上の手腕を社会の問題や

ニーズに役立てること

　この声明は、様々な職業奉仕観があ

るなかで、参考にできる内容になってい

ると思います。
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　2019－2020年度の第

１グループ補佐を地区

より推薦され、私の所

属クラブ（越生毛呂RC）

の了承を頂きましたの

が昨年の６月でござい

ました。前東松山むさ

しRC、小澤ガバナー補

佐のご指導を受けながらの出発でした。地区

には皆様ご存知の通リ５つのグループがござ

いますが、現在まで数回の補佐会を開催し、

お互いに情報を交換しながら補佐としての心

構えを勉強してまいりました。

　何と申しましても補佐の仕事の第一は、鈴

木ガバナーの補 佐をすることでございます。

その大事な役目として、第１グループ、11クラ

ブのガバナー公式訪問。そして補佐訪問が

ございます。補佐訪問の事ですが、皮切りに

７月８日川越中央RC、翌日川越RCと、そし

て最後の9月６日川越小江戸RCでございまし

た、その間、川越RCを初回に5回の公式訪

問を鈴木ガバナーに同行し、素晴らしいロー

タリーの経験をさせて頂きました。

　然し乍ら私達補佐には新年を迎えてから、

第１グループ補佐として学んだ事第１グループ補佐として学んだ事
未 だ大きな行 事 が控

えております。 その第

一 はIM（Intercity　

Meeting）であります。

IMとは複数のクラブで

実施する都市連合会で

す。その目的の第１は

会員相互の親睦と面識

を広めるにあります。会員にロータリー情報

を伝え、立派なロータリアンになってもらうた

め経験豊かなリーダーのもとに、ロータリー

の奉仕の理想を勉強する会

合と理解しております。又、

IMの目的の中の最も重要な

事は国際奉仕であります。

特に世界平和です。「戦争

は人々の心の中で始まる。

平和を守る砦が築かれるの

も人間の心である」・・・ユ

ネスコ憲章の前文。

　次に控えていますのが新

旧会長幹事会です。年５回

会長幹事会は開催され、既

に３回終わっております。大

 2570地区内グループ紹介／ 2570地区内グループ紹介／第１グループ

事な新旧会長幹事会は５月に予定されており、

この会が無事に果たせれば補佐の役目は概

ね完了。

　既に11クラブの多くが年次総会を終わり次

年度の役員も決まっていると思います。どう

ぞお役に就かれた方々にはご足労とは存じま

すが宜しくお願い申し上げます。

　結びに、これから先のガバナー補佐をお受

けなされる方々に申し上げたい事は、今迄の

ロータリーライフとまた違ったロータリーライ

フを経験され、必ずや人それぞれの人生の糧

となる事、間違いないと存

じます。

　以上、独り善がりの事を

申し上げましたが、この役

目は決して一人では出来る

事ではございません。当然

ホームクラブの皆 様、 そし

て地区の大勢の役員、会員

の方々の絶大なご協力を頂

いて初めて成し得ると心か

ら思っております。ガバナー

月信の紙面をお借り致しまし

て厚く御礼申し上げます。

梅林　越生町

流鏑馬祭り　毛呂山町

第１G第１G

第2G第2G

第3G第3G

第4G第4G

第5G第5G

第１グループガバナー補佐
藤島　弘士
越生
毛呂

日本スリーデーマーチ　東松山市周辺
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久しぶりの新入会員を迎えて久しぶりの新入会員を迎えて
公式訪問例会！公式訪問例会！
ロータリーの目的の基礎から実践を学ぶ

会長：馬橋　亟男
幹事：丸岡　章二

会長：新倉　良之
幹事：斎藤　高史

　　ガバナー

公式 訪問
鈴木ガバナー  ようこそ所沢へ
補助金で市内５クラブ共同事業　高齢者施設へ椅子寄贈

今年は事情により、４ＲＣ合同例会となり
ましたが、例会前の４ＲＣ会長・幹事・新
入会員との懇談会、ガバナー卓話、懇親
会と、設営側の数々の不手際にもかかわら
ず、終始にこやかなガバナーのおかげで
和やかな空気の中、ロータリアンとしての
意識向上の絶好の機会になりました。

　例会に先立ち入会3年未満の会員との懇談会
が開催され、入会後の感想などをテーマにロー
タリークラブの在り様についてお話がありました。
　公式訪問例会では、まず始めに、当日が世界
ポリオデーだったこともあり、ポリオ根絶へのお
話があり、パワーポイントによる卓話を頂きまし
た。例会後はクラブ協議会へと進行し、委員会
毎にテーマを決めてグループ討論を行いました。
会員間で活発な意見交換がなされ、発表があり
ました。最後に鈴木ガバナーより感想を頂き、と
ても充実した有意義な時間を共有できました。

　10月22日　即位礼正殿の儀が催されるなか、鈴木ガバナー、新
井ガバナー補佐、藤倉地区幹事をお迎えして、吹上RC公式訪問
が行われました。
　久しぶりの新入会員を加え、和やかなうちにも、「ロータリーの目
的」の基礎から実践まで、細部にわたりご指導を頂きました。
　会員同士、クラブ在籍の意義、クラブ内での今楽しいことは？
等意見の交換があり有益な時間の訪問でした。

ガバナー月信１２月号（No.６）５Ｐにおいて所沢４ＲＣ様（所沢、新所沢、所沢西、所沢中央）と所沢東ＲＣ様の、公式訪問例会開催日・文面・
写真・会長幹事名が混在するという誤りがありました。改めて正しい公式訪問報告を掲載させて頂くと共に、ここに謹んでお詫び申し上げます。

1010月月2222日日（（火火））

1010月月2121日日（（月月））

1010月月2424日日（（木木））

所沢東

吹上

世界ポリオデー当日の公式訪問
世界ポリオデーにポリオ根絶へのお話世界ポリオデーにポリオ根絶へのお話

会長：高橋　興基
幹事：細野　達男

会長：古谷　明彦
幹事：國分　義明

会長：髙橋　和男
幹事：荻野　陽一

会長：土方　芳夫
幹事：中村喜代志

所沢
中央

所沢

新所沢

所沢西
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会長：浅井　純次
幹事：野澤　正春

会長：矢部　喜明
幹事：清水　保人

会長：田代　充雄
幹事：東郷　雅彦

会長：春山　良夫
幹事：田嶋　聰

会長：並木　信二
幹事：池田　敏和

会長：野原　章司
幹事：戸谷　充宏

会長：東　美栄
幹事：菊田　邦彦

　　ガバナー

公式 訪問

ガバナー・スズキが限界集落探訪
会員数30名、平均年齢70歳、高齢化率80％

地区運営とロータリーの目的を説明して頂く地区運営とロータリーの目的を説明して頂く
クラブ協議会では「クラブのサポートと強化」をテーマに、活発な意見交換

鈴木ガバナーを囲み
楽しく充実したディスカッション！
ロータリーって何？小クラブがより輝くには？

入会3年未満の会員4名との懇談会では、各人の疑問に答えてもらい
つつ、鈴木ガバナーから年齢を超えたロータリーでのつながりの楽し
み方について助言を頂きました。クラブ協議会では、他団体と協力し
た体験や、グローバル補助金を活用した事業について活発な意見が
交わされ、ガバナーより一生懸命取り組むことで、クラブも個人も輝く
ことができるとの講評を頂きました。

　令和元年11月12日。埼玉県南西部の都市・
狭山市。会員の８割以上が「高齢者」の限界集
落クラブを鈴木秀憲ガバナーが訪問。
　会員のほとんどがパスト会長。もはや次の
会長のなり手は皆無。存亡の危機に瀕する狭
山中央RC！　※でも12月に次期会長が決定し
ましたのでご安心を。

　　　４クラブ合同ガバナー公式訪問
日時：令和元年10月30日18：00点鐘
場所：ホテルガーデンパレス
クラブ名：熊谷西ＲＣ、熊谷東ＲＣ、熊谷籠原ＲＣ、熊谷南ＲＣ

鈴木秀憲ガバナー、新井啓介ガバナー補佐、藤倉武地区幹事を
お迎えして行われました。
１．入会５年未満会員との面談

１０名の入会５年未満会員との入会のきっかけ、活動委員会、
これからの目的等和やかに励ましのお言葉をいただきました

２．ガバナー卓話
「ＲＩテーマ」、「地区テーマ」の説明、そして「地区運営につい
て」さらに「ロータリーの目的について」わかりやすくご説明をし
ていただきました。

３．クラブ協議会
４クラブ混在の４グループにわかれてRLI方式で「クラブのサ
ポートと強化」をテーマに活発な意見交換をし、最後にガバ
ナーより講評をいただきました。

とても有意義な公式訪問となりました。ありがとうございました。

1010月月3030日日（（水水））

1111月月1111日日（（月月））

1111月月1212日日（（火火））

児玉

熊谷
籠原

熊谷西

狭山
中央

熊谷南

熊谷東

本庄南
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Region 1 & 2 & 3

　本ARCを2年半経験しての感想を述べる。
　グローバルなロータリー活動では、会員増強、
財団への寄付、6つの分野への国際社会奉仕
などに重点が置かれており、国際ロータリーは
世界有数の国際人道支援団体であると公言して
いる。しかし、これらを実行するのは草の根の
ロータリアンである。
　私の属している2700地区や会員増強セミナー
で基調講演をした2720地区で、①ロータリーは
奉仕団体である　②ロータリーは異業種交流の
親睦団体である　③ロータリーは親睦と奉仕の
二本立の団体であるとの三択問題を質問すると、
①に手を挙げる人は皆無、②はパラパラ、③が
圧倒的に多数である。しかも親睦と奉仕の関係
は、「例会なくして親睦なし　親睦なくして奉仕
なし」と考えている人がかなり多い。とすると、
2700地区や2720地区の草の根のロータリアンと
グローバルなロータリーではロータリー哲学の認

識に食い違いがある。
　この点に関しては古くから問題が指摘されて
いる。アーチ・C・クランフ（第六代会長）。ロータ
リークラブの側にも、また、余りにも多くの個人
ロータリアンの側にも、ロータリーとその目的、
その目標、その理想について、明らかに認識不
足がある。現在の管理当局はこの問題に真剣に
取り組んだ結果、啓蒙運動として何らかの手段
を講ずることが最も肝要だと考えた。この問題
のすべては主としてクラブ会長の手にあるのだ。
国際理事会がいかに努力しようとも、クラブ会
長が有益な提案を実行しないならば、すべては
徒労に帰すのだ。（ロータリー・モザイク　ハロ
ルド・トーマス著　松本兼二郎訳　59ページ）
　そして、クラブの新会員が時を経てその重要
なクラブ会長になり、その会長がまた時を経て
ガバナーになり、さらにARCのような中間管理
職になる。もし、新会員にロータリー哲学の正

しい初期教育が施されずに、「例会や飲み会に
出席しておればそのうちに分かるよ」と放置され、
例えば、例会出席、親睦、職業奉仕がロータ
リーの本質であるかのような刷り込みがなされた
とすると、その後のPETSやGETS、あるいは国
際協議会などの短期の研修会がいかに優れたも
のであっても、初期の刷り込みを打ち消すことは
なかなか困難で、研修会での貴重な話が馬耳東
風に聞き流されるのではないかと思うが如何で
あろうか。
　「ロータリーの哲学などがきちんと理 解され
て、運動が続いていかない限り、しまいには単
なる人の集まりに陥ってしまうのではないかと思
います（ロータリーの友2019年10月号横組み32
ページ）」また、これは初期教育のさらに前の段
階の話になるが、「奉仕活動に興味のある人を
誘うことが重要である」（ロータリーの友2019年8
月号横組み16ページ）

　世界でも類を見ない日本の「少子高齢化人口
減少社会」の訪れを目の前にした今、ロータリー
とのつながりを重視した 、思い込みや錯覚のな
いインスピレーションを受けた幅広い人々のロー
タリーへの参加を目指さなければいけません。
そこでロータリーは革 新柔 軟 性のある広報に
よってロータリーのブランディングを高めるために

「世界を変える行動人」と言う新しいグローバル
広告キャンペーンを立ち上げました。そのキャッ
チコピーとしてはこれまでの「変えていこう」「力を
つなごう」「ポリオをなくそう」「インスピレーション
を生み出そう」に加え2019年2月発表の「導こう」

「命を守ろう」「平和な世界を築こう」「学びを深め
よう」「食育を支えよう」という言葉を使い、仕掛
けにストーリー性をもたして地域や世界でより大
きく貢献することによりロータリの公共イメージ
を向上させようとしています。
　最近緊張の中にも笑ってしまい笑ってしまう
も生真面目になり生真面目の中にも現実を知り
その現実の中にも反省しなければいけない話を
聞いてしまいました。 某 都 市部のクラブ員30

～ 40人クラスのロータリークラブの例 会 におい
てその日クラブ内の説明会にRIと言う言葉が頻
回に出て来たのですが説明者がアールワンと発
言しそれが最後まで続きしかも誰もその発音の
間違いに最後まで気がつかなかったと言う内容
です。そこのクラブでは年間を通じてガバナー
公式訪問や地区大会等に於いて年間2 ～ 3回し
かRI(アールアイ) と言う言葉を聞くことがないか
らだとのその方の言い訳説明でした。今ロータ
リーの現状を分析しますと自分との立場が似て
いる者同士は内容をよく理解しているものと判
断し「会議は踊る」でロータリーの話は進行して
行っていますが一方で会員の中にはロータリー
活動に無関心な方も多く見られます。関心派を1
人でも多く作りみんなでつながりを持っていかな
ければいけません。最近身の回りであった「ロー
タリーは世界をつなぐ」の実践例を紹介いたしま
す。2019/8/6～2019/8/14坂出東四国ロータリー
サテライトクラブの議長の私と副議長の山野友
禎武者小路千家教授及びアシスタント3人で、地
区の国際奉仕ファンド(昔のWCS)より補助金をい

ただいてエチオピア大 統領 府にあるアフリカ唯
一の日本庭園の茶室で茶道具の寄贈及び記念
茶会を催すため、アディスアベバに行って参りま
した。日本庭園は前皇帝でハイレセラシエ1世が
1958年に日本の庭園技術に感銘を受けて作った
ものです。茶室はあるものの十分な茶道具がな
いため今回釜や茶碗を含む茶道具を寄贈しまし
た。当日はクラブの副議長である山野武者小路
千家教授が亭主役となりエチオピアの政府要人
(Teferi Fikre Gossaye副大統領、デラルツツル
大統領補佐官 、アフェワーク科学高等教育大
臣、オリンピックのマラソンで優勝したメコネン
など)に作法に従って薄茶を差し上げました。こ
の日は日本庭園に多くのテレビ局・新聞社の報
道関係の方々が集まってこられ、しきりにインタ
ビューがおこなわれました。
　今回は衛星クラブであっても親クラブと協調
して、あるいは単独ででも国際貢献ができるこ
とを紹介しました。各地区で参考になれば幸い
です。

第3地域ロータリーコーディネーター補佐　穴井元昭（博多RC）

第3地域ロータリー公共イメージコーディネーター補佐　前田直俊（坂出東 RC、坂出東四国ロータリーサテライトクラブ）

日本の極端な出生数出生率の低下・超高齢化の中でロータリーとつながった錯覚のないインスピレーションを受
けた幅広い人々のロータリーへの参加

新会員に対する早期のロータリー哲学教育の重要性

2019 年 12 ⽉号
発⾏：Region 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター
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公益財団法人ロータリー米山記念奨学会マンスリーニュース

ＲＩ日本事務局

財 団 室
ＮＥＷＳ

Vol. 236

12月号

新入
会員

表彰

酒本　謙
武蔵野銀行　熊谷支店
支店長
2019 年 11 月 8 日
松本光弘　新井隆

氏 名

勤務先
役 職
入会日
紹介者

古市 貴文様

ご逝去日
 2019 年 11 月17 日
 （享年 ₆₉ 歳）

ロータリー歴
 1990年２月 21 日入会
 （在籍 29 年）

訃報

藤井　潔 安達　裕之 馬場　常正 石井　成人 石井　照典 今泉　清詞

相原　茂吉 馬場　常正 石井　照典

岩堀　和久 西川　孝博 野溝　守 橋本　定寛 藤井　潔 吉澤　德安

謹んで哀悼の意を表し、心から
ご冥福をお祈り申し上げます。

熊谷
籠原

ポール・ハリス・フェロー

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

ポール・ハリス・ソサエティ

メジャードナー

ベネファクター

米山功労者

米山功労者マルチプル

米山功労者メジャードナー

川越

川越川越

川越川越

川越

川越

川越

川越川越

川越

川越

川越川越

所沢

16
回目

1
回目

8
回目

3
回目

4
回目

2
回目

9
回目

2
回目

5
回目

1
回目

熊谷

冠名基金



G
O

V
E

R
N

O
R

’s
  M

O
N

T
H

L
Y

  L
E

T
T

E
R

  N
o

.7
 (

1s
t 

Ja
n

u
a

ry
 2

0
2

0)

1212

第
１
グ
ル
ー
プ
（
11
Ｒ
Ｃ
）

第
２
グ
ル
ー
プ（
７
Ｒ
Ｃ
）

第
３
グ
ル
ー
プ
（
11
Ｒ
Ｃ
）

第
４
グ
ル
ー
プ
（
11
Ｒ
Ｃ
）

第
５
グ
ル
ー
プ
（
10
Ｒ
Ｃ
）

クラブ名

出席率（％） 会員数（人）

川　越 4 74.38 75.72 94 95 2 1 4 3 1 1 2
東松山 2 53.0556.54 25 25 0 0 0 0 0 0 1
小　川 3 80.94 82.13 9 8 0 0 0 1 0 -1 2
坂　戸 4 67.24 77.81 31 31 0 0 0 0 0 0 1

越生毛呂 4 56.10 59.22 17 17 0 0 0 0 0 0 1
川越小江戸 3 70.27 78.79 15 15 0 0 0 0 0 0 1

川越西 3 82.35 76.92 17 17 0 0 0 0 0 0 1
鶴ヶ島 4 98.0093.44 29 29 0 0 1 1 0 0 3

川越中央 3 72.90 73.22 28 29 0 0 2 1 0 1 0
坂戸さつき 2 75.00 74.16 20 20 0 0 0 0 0 0 4

東松山むさし 2 78.75 86.24 43 43 0 0 0 0 0 0 6
小 計 34 73.54 75.84 328 329 2 1 7 6 1 1 22

朝　霞 2 100.00100.00 28 28 0 0 0 0 0 0 0
志　木 4 93.63 94.19 47 48 0 0 1 0 0 1 2
富士見 5 83.92 81.71 45 43 0 0 0 2 0 -2 0
新　座 3 81.16 80.11 29 29 0 0 0 0 0 0 2
和　光 2 75.00 77.22 6 6 0 0 0 0 0 0 2

朝霞キャロット 2 77.28 81.70 12 11 0 0 0 1 0 -1 0
新座こぶし 3 85.5086.36 8 8 0 0 0 0 0 0 2

小 計 21 85.5086.36 175 173 0 0 1 3 0 -2 8

入　間 4 78.20 74.17 42 41 0 0 0 1 0 -1 2
所　沢 3 67.79 73.32 58 58 0 0 1 1 0 0 3
飯　能 4 91.95 88.62 60 59 0 0 1 2 0 -1 0
新所沢 3 84.88 89.83 20 22 0 0 2 0 0 2 2
日　高 4 68.75 60.05 19 19 0 0 0 0 0 0 3
所沢西 2 83.4085.36 30 30 0 0 0 0 0 0 3
新狭山 3 60.61 70.87 15 17 0 0 2 0 0 2 0
所沢東 4 80.07 87.52 44 45 0 0 2 1 0 1 2
入間南 3 87.60 86.17 43 43 0 0 0 0 0 0 0

所沢中央 2 95.50 89.28 24 23 0 0 0 1 0 -1 2
狭山中央 3 75.05 85.37 30 29 0 1 0 1 -1 -1 5

小 計 35 79.44 80.96 385 386 0 1 8 7 -1 1 22

深　谷 4 65.16 65.84 57 58 0 0 1 0 0 1 11
本　庄 4 75.30 69.21 78 79 0 0 1 0 0 1 6
秩　父 4 77.00 80.72 50 51 0 0 2 1 0 1 1
寄　居 3 88.00 86.93 23 25 0 0 2 0 0 2 0
児　玉 2 100.00100.00 3 3 0 0 0 0 0 0 0
岡　部 3 96.96 89.51 14 13 0 0 0 1 0 -1 1
深谷東 4 68.30 67.56 67 67 0 1 2 2 -1 0 0
川　本 2 74.00 79.40 8 8 0 0 0 0 0 0 0

皆野・長瀞 3 72.70 77.54 11 11 0 0 0 0 0 0 0
本庄南 4 76.12 75.25 15 15 0 0 1 1 0 0 2

深谷ノース 3 80.08 82.57 32 31 0 0 0 1 0 -1 1
小 計 36 79.42 79.50 358 361 0 1 9 6 -1 3 22

熊　谷 4 77.37 70.07 89 92 2 0 5 2 2 3 3
行　田 3 44.80 49.80 64 64 0 0 1 1 0 0 5
羽　生 4 58.8665.25 48 48 0 0 0 0 0 0 4
加　須 3 81.16 82.50 27 27 0 0 0 0 0 0 1
熊谷西 3 67.00 79.20 9 10 0 0 2 1 0 1 0

行田さくら 3 56.30 63.76 50 51 0 1 2 1 -1 1 2
熊谷東 4 58.90 66.44 28 28 0 0 0 0 0 0 2
吹　上 2 78.0085.40 7 9 0 0 2 0 0 2 2

熊谷籠原 4 70.86 78.59 28 28 0 1 1 1 -1 0 0
熊谷南 2 45.8554.09 22 24 0 0 2 0 0 2 3
小 計 32 63.91 69.51 372 381 2 2 15 6 0 9 22

 

男性会員数
75.88 77.98

1526 1534 4 5 36 28 -1 8

女性会員数 92 96 0 0 4 0 0 4

合　　計 1618 1630 4 5 40 28 -1 12
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■ 会員数・出席率 ■（2019 年11月）

１
月

11
 ・
12

（土）
 ・

（日）

Ｒ米山記念奨学委員会／
選考試験（次年度奨学生採用面接）予定
青少年奉仕委員会／
ウィンターキャンプ（第5回オリエンテーション）

19（日）研修委員会／ＲＬＩパートⅢ

２
月

3 （月）青少年奉仕委員会／
第6回オリエンテーション　節分祭

15（土）第２グループIntercity Meeting
21（金）地区チーム研修セミナー

22（土）ロータリー財団委員会／
第3回オリエンテーション・2770地区合同

24（月・ 祝）第５グループIntercity Meeting
29（土）第４グループIntercity Meeting

未定 RI第2570地区地区チーム研修セミナー
未定 RI第2570地区PETS（会長エレクト研修セミナー）

３
月

1 （日）ロータリー財団委員会／Ｒ財団奨学生応募受付
8 （日）Ｒ米山記念奨学委員会／奨学生・修了式・歓送会（予定）

14（土）ロータリー財団委員会／
第2回Ｒ財団セミナー＆補助金管理セミナー

15（日）地区PETS（会長エレクト研修セミナー）
21（土）研修委員会／ＤＬ修了コース　実施
29（日）第1グループ　Intercity Meeting

未定 社会奉仕委員会／第2回ブライダルパーティー
30（月）～４月 1（水） 青少年奉仕委員会／スプリングキャンプ

■ スケジュール ■（2020 年1－3 月）

ガバナー月信　第７号　2020年１月１日発行

2019－2020年度ガバナー　鈴 木　秀 憲
国際ロータリー第2570地区　地区事務所
〒355-0028　埼玉県東松山市箭弓町２丁目５番14号
ガーデンホテル紫雲閣内

TEL（0493）21－2570　FAX（0493）21－2571
E -ma i l＝d-of f ice@mai l . r id2570 .g r . jp
Website＝h t tps : / /www. r i d2570 . g r . j p
月信原稿送信先＝info2019@r id2570 .g r . jp

今月の表紙：
岩本　京子：第1グループ　　　（左）

鈴木　智子：第1グループ　　　（右）

2019-20鈴木秀憲年度ガバナー月信の表紙におきましては、国際ロータリー第2570地区で活躍する女性ロータリーメンバーを紹介させて頂いております。

東松山

東松山
むさし

ご迷惑をおかけし、深くお詫び申し上げますご迷惑をおかけし、深くお詫び申し上げます

　12月3日頃より、地区事務所のパソコンがウイルスに感染し、デー
タの一部が流出したことが判明いたしました。多数の方々のパソコン
に不審なメールが配信され、大変なご迷惑をおかけし申し訳ござい
ません。深くお詫び申し上げます。
　対策といたしまして、これを機に、ネットワークの入口と出口のセ
キュリティ対策をし、ウイルスの拡散防止装置の導入、データバック
アップ装置の設置、及び、ウインドウズ７OSのサポートが切れること
もあり、PCの代替等を行います。
　再度このようなご迷惑をかけないよう改善いたしますので、今後と
も地区事務所をご利用いただきますようお願い申し上げます。

地区幹事　藤倉　武

ガバナー月信編集委員会からのお詫びと訂正ガバナー月信編集委員会からのお詫びと訂正

　ガバナー月信12月号（No.６）14ページの財団表彰の梅沢パスト
ガバナーの名前に誤りがありました。正しくは「梅沢定彦」でし
たので謹んでお詫び申し上げます。




